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(11月末日現在) 前月比 ;書課

人口 56，542 (+40)， :語与
{男 川 92 (+ 6) j基同
女 '29，150 (+34) :<雇t:

世帯数 13，177 (十12〉155
出生 91 転入 241 j需品
死亡 24 転出 268 :.A.懸 J
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昭
和
四
十
一
年
を
迎
え
て

大
村
市
長

大

村

純

毅

のいち政り す を迎
理に込発大。述え昭
解もん展村過ベる 和
あそでの市去さに 四
るの参た政十せあ十
お間りめを三てた ー
協市まにお年いつ年
力民し心預間たての
に大た根りにだ、新
よ多がをしわき抱春
り数幸打市たま負を

勝犠盤盤鶴議議機畿韓章

う作着
のり 々
では大
あで 村
りき市
ま，上の
すが発
つ展
たの
と，基
思1礎

年
頭
に
思
う

大
村
市
議
会
議
長

津
田
一
郎

高
度
経
済
成
長
政
策
は
未

曽
有
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、

西
ド
イ
ツ
に
つ
ぐ
世
界
の
奇

跡
と
ま
で
思
わ
れ
た
。
だ
が

そ
れ
は
所
詮
設
備
投
資
景
気

で
あ
り
見
せ
か
け
の
繁
栄
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
資
本
主
義

経
済
の
矛
盾
と
欠
陥
は
こ
の

政
策
に
露
骨
な
破
た
ん
を
示

し
始
め
た
。
借
金
政
策
に
よ

る
設
備
投
資
競
争
は
当
然
の

結
果
と
し
て
生
産
過
剰
恐
慌

え
と
発
展
せ
ざ
る
を
え
な
い

こ
の
景
気
に
み
せ
ら
れ
た
全

国
の
市
町
村
は
工
場
誘
致
観

光
施
設
と
ミ
ソ
も
ク
ソ
も
画

一
的
な
お
念
仏
を
唱
え
て
市

¥， 

基
礎
作
り
と
は
目
立
た
な

い
地
味
な
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
派
手
な
も
の
で
な
い

こ

と
は
市
民
皆
様
も
ご
承
知
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

つ
ま
り
目
先
の
こ
と
よ
り

遠
い
将
来
の
足
が
か
り
を
作

る
根
本
施
策
を
強
力
に
押
し

進
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
施
策

と
し
ま
し
て
は
、
次
代
を
背

負
う
べ
き
青
少
年
の
為
の
教

育
施
設
の
充
実
、
更
に
災
害

町
村
の
発
展
繁
栄
の
夢
を
託

し
た
ο

事
実
高
度
成
長
時
代

に
は
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
可

能
性
も
あ
っ

た
し
部
分
的
に

は
工
場
の
地
方
進
出
も
若
干

実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
解
放
経
済
体
制
下
産

業
経
済
状
勢
は
最
近
急
変
し

つ
つ
あ
る
。
深
刻
化
す
お
恐

慌
の
中
で
折
角
地
方
進
出
し

た
企
業
は
た
ち
ま
ち
立
往
生

と
な
り
或
は
又
計
画
を
中
止

す
る
も
の
も
続
出
す
る
と
い

う
、
更
に
又
最
近
は
地
方
の

中
堅
企
業
ま
で
が
逆
に
大
都

か
ら
市
民
を
守
る
為
の
各
種

公
共
事
業
、
環
境
衛
生
の
根

本
的
解
決
策
と
し
て
の
清
掃

施
設
の
拡
充
等
で
あ
り
、
こ

う
い
う
こ
と
が
「
十
万
都
市

建
設
」
を
作
り
あ
げ
て
い
く

た
め
の
地
味
な
が
ら
も
必
要

か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
懸
案
と
し

て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
長
崎
市
を

基
点
と
し
て
佐
賀
市
、
日
田

市
周
辺
を
求
め
て
去

っ
て
ゆ

く
と
い
う
珍
現
象
さ
え
起
っ

て
い
る
。
か
く
て
工
場
誘
致

の
悲
願
は
ど
こ
え
や
ら
甚
だ

し
き
に
至
っ
て
は
工
場
誘
致

の
お
膳
だ
て
に
用
地
造
成
の

先
行
投
資
ま
で
や
っ
て
い
た

市
町
村
は
泣
き
づ
ら
に
蜂
と

い
う
と
こ
ろ
。
既
存
の
住
民

の
ギ
セ
イ
に
お
い
て
お
客
様

の
受
入
れ
態
勢
に
過
剰
投
資

を
し
て
財
政
破
た
ん
の
憂
目

を
み
て
い
る
都
市
も
あ
る
と

い
う
全
く
の
悲
喜
劇
で
あ
る

工
場
誘
致
に
真
黒
に
な
る
の

市
大
分
市
を
経
て
佐
賀
の
関

に
至
る
九
州
横
断
高
速
自
動

車
道
路
の
実
現
に
つ
い
て
一

段
と
強
力
に
推
進
し
た
い

と

存
じ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
平

行
し
ま
し
て
、
国
鉄
嬉
野
新

線
の
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
長
崎
j
佐
世
保
の
両
市
を

結
ぶ
ベ
ッ
ト
タ
ク
ン
と
し
て

の
都
市
作
り
が
で
き
上
が
り

本
市
の
も

つ
緑
の
広
大
な
土
-

地
が
ま
た
他
都
市
に
勝
『
内
水

'資
源
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
住
宅

は
何
故
か
。
担
税
人
口
の
増

大
地
元
産
業
に
対
す
る
購
買

力
の
増
大
経
済
流
通
の
活
発

化
等
を
直
接
的
に
期
待
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

れ
は
そ
れ
な
り
に
正
し
い
施

策
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

る
ま
い
か
ら
。
だ
が

こ
れ
が

早
急
に
実
現
し
な
い

と
す
れ

ば
こ
れ
と
並
行
す
る
何
ら
か

の
施
策
は
残
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。
工
場
が
く
る
の
で
な

く
て
逆
に
大
都
市
周
辺
へ
と

去
ロ
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
今
後

大
都
市
(
大
企
業
が
多
い
)

九、

都
市
が
で
き
上
が
る
も
の

と

固
く
信
じ

τお
り
ま
す
。
d

ま
た
工
場
誘
致
は
本
市
に

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
課
題
で
あ

り
十
万
市
民
が
な
ご
や
か
に

し
か
も
真
剣
な
態
度
で
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
愉
快
に
仇
げ

る
郷
土
大
村
を
建
設
い
た
し

た
い
と
祈
っ
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
最
後
に
本
年
も

市
民
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
新
年
の
抱
負
に
か

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

と
地
方
都
市
(
中
小
企
業
が

多
い
)
の
格
差
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し

て
地
方
都
市
の
苦
悩
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
だ

ろ
う。

こ
れ
を
解
決
す
る
道

は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

こ
の
際
、
地
方
産
業
と
資
本

が
結
集
し
周
辺
に
経
済
圏
を

拡
大
し
、
市
外
に
市
場
と
購

買
力
を
開
拓
し
、
経
済
的
な

中
都
市
化
を
め
ざ
す
こ
と
は

で
き
な

い
も
の
か
。
す
な
わ

ち
、
貿
易
(
圏
内
的
)
を
拡

大
し
外
貨
(
他
都
市
の
)
へ

i 
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か交通安全号登場w

交通安全推進協議会と交通安全協会は11月10日広報車
を購入しました。この車は白と緑のツートシカラーでラ

イ トパシ型の新車。その名も安全号と名付けました。

毎日の登校時と午後5時前後2田市民を交通事故から守

るため走り廻っています。

ノ‘f 司

消
防
職
員
の
募
集

市
で
は
さ
き
に
行
政
職
初

級
職
員
の
公
募
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
と

は
別
に
消
防
職
員
を

つ
ぎ
の

と
お
り
公
募
し
ま
す
。

職
種

消
防
士

受
験
資
格

①

学

歴

は

問

い
ま
せ
ん
が

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者

②

昭

和

二
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

③
大
村
市
に
居
住
す
る
者

又
は
採
用
後
居
住
し
う
る

者
④

言

語

、
運
動
機
能
に
障

害
が
な
く
つ
ぎ
の
基
準
を

満
た
す
者

身
長
H
百
五
十
八
セ
シ
チ
メ

ー
ト
ル
以
上

胸

囲

日

身

長

の
二
分
の
一
以
上
視
力
H

両
眼
と
も
視
力
、
矯
正
視
力

0
・
八
以
上
で
弁
色
力
の
完

全

な

者

聴

力

H

二
メ
ー
ト

ル
の
距
離
で
低
語
を
聴
取
で

き
る
者

試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

知
能
と
教
養
の
筆
記
試
験
、

体
力
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

面
接
試
験
な
ど

試
験
の
日

一
月
二
十
三
日

願
書
の
受
付
期
間

一
月
五
日
か
ら
一
月
十
三
日

ま
で

の
執
務
時
間
内

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
本

部
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い

な
お
、
願
書
用
紙
は
消
防

本
部
、
市
人
事
課
に
あ
り
ま

す
。

(，' 

/
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
か
。
狭
い
市
内
に

零
細
企
業
が

ひ
し
め
き
あ
っ

て
過
当
競
争
を
繰
り
返
し
て

福重にパス開通 I

司、

い
る
。
そ
の
投
影
が
政
治
の

上
に
浮
き
ぼ
り
に
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
。
来
た
ら
ざ
る
客

(
大
企
業
)
を
ま
つ
人
口
六

る考こ万
。えれの

さで 零
せよ細
らい都
れ 。の市
る f三よ
新ろ 、

春う果
でーかし
あ。て

45円
50円

55円

昨年12月11日から、
福重にパスが運行され

地元の人たちゃ通学生

に大変よろこばれてい

ます。このパスは宮小

路から矢次、今富、段

野田口、立福寺、弥鞘寺

冷泉寺、出張所前、皆同

へと通じており、全路

線は約4.3キロですo

i 【運賃】

i大村~皆同
| 市役所~皆同
i 国立病院~皆同

一

F
i
i
li
i一
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
、
一一
一
浦
の
診

療
所
に
電
話
が
つ
き
ま
し
た
。
電
話
番

号
は
二
七
九
四
番
で
す
。
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お

し

ら
せ
コ

成
人
式
に
参
加
し
よ
う

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の

日
」
で
す
。
こ
の
日

は
、
本

年
満
二
十
才
に
達
し
た
人

々

が
、
成
人
と
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
自
分
か
ら
力
強
く

生
き
抜
こ
う
と
い
う
決
意
を

う
な
が
し
、
ま
た
、
家
庭
や

職
場
で
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民

e

こ
ぞ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
日
F

P

本
を
に
な
っ
て
立
ち
、
社
会

の
た
め
に
尽
そ
う
と
す
る
青

年
た
ち
を
祝
い
は
げ
ま
す
た

め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

市
で

は
、
新
し
く
成
人
に

達
孔
だ
人
一人
を
祝
い
は
げ
ま

す
た
め
、
次
の
と
お
り
、
成

人
一
お
口
4
人

民

り

の

v
h
り

市

志

村

解

大
正

懸賞募集入選者発表

‘期 力日該人
目 く当 式
だ者を

犬午ーさは行
村前 月いおな
市十十 。くい
中時五 りま
央 日 合す
公 e せの

民 ごで
館 . 参 、

場
所
行
事ヤ
式
典

マ
記
念
講
演

県
社
会
教
育
課
長

宮
田
藤
臣
氏

マ
レ
ク
リ
エ

i
y
ョ
ン

県
立
大
村
工
業
高
校
吹

奏
楽
団
の
演
奏

マ
新
成
人
者
座
談
会

年
後
二
時
よ
り

ナ中
央
公
民
館

該
当
者
昭
和
二
十
年
一
月
十
六
日

、よ
り
二
十
一
年
一
月
十
五

日
ま
で
の
問
に
生
れ
た
方

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
次
の

要
領
で
市
立
幼
稚
園
園
児
の

募
集
を
行
な
い
ま
す
。

ム
募
集
定
員

三
浦
幼
稚
園

四

十

人

鈴

田

幼

稚

園

四

十

人

大
村
幼
稚
園
百
二
十
人

西
大
村
幼
稚
園
八
十
人

10月1日現在で実施さ

れた国勢調査を記念して

人口予想懸賞を募集した

結果、応募者多数の中か

らつぎの方々が入選され

ました。なお当選者には

別途ご通知いたします。

1等 1名 3千円と副賞

56，586 牛島紀生

2等 2名 1千円と副賞

56，743 大村アヤ

56，798 牛島義昭

3等 10名記念品

尾崎静枝、松田悦子、

福井道典、内島香苗、

宇土秀子、勝盛章、宮

崎涼子、前田稲治、杢‘

尾さなえ、小林レイ子

f， 

一i
l
i
l
1
1
1
1
1
お
め
で
た
い
長
寿
の
話

一
ツ
ル
は
何
年
生
き
る
か
?

一

「

ツ
ル

は
千
年
、
ヵ
メ
は
万
年
」
と
い
っ

-

て

め
で
た
が
る
が
、
実
際
は
ツ
ル
は
九
十

一

生
か
ら
百
五
十
年
、
ヵ
メ
は
三
百
年
く
ら

い
だ
そ
う
だ
。

一

〓

2
F議
認

両
方
と
も
動

一

薄

国

縛

相

以

物
の
な
か
で
は

-
¥
¥
叶
H
F

合
臨
時

長
生
き
の
主
様

一

〓

-¥

開

閉

季

両

で
、
プ
ワ
、
ヮ

一

周

院

院

野

物

ペ

コ

イ
な
ど

一

一

j
-1

ー一

一

も

長
生
き
す
る

一
長
寿
祝
の
い
ろ
い
ろ

一

人
間
の
長
生
き
を
祝
う
の
を

「
賀
寿
」

中

央

幼

稚

園

八

十

人

竹
松
幼
稚
園

百

二

十

人

福
重
幼
稚
園

'
四
十
人

私

原

幼

稚

園

四

十

人

ム
募
集
期
日

一
月
十
一
日

か
ら

一
月
二
十
五
日
ま
で

ム
申
込
み

申
込
み

は
各
幼
稚
園
で
受

付
け
ま
す
。

&
入
園
資
格

満
五
才
児
。
た
だ
し
定
員

に
余
裕
の
あ
る
と
き
に
限

り
満
四
才
児
も
入
園
で
き

と
い
っ
て
い
る

四
十
才
が
初

一一

老
、
六
十
一
才

一

が
還
暦
、

七

十

-

才
が
古
稀
v

七

一

十
七
才
が
喜
の

字
、
八
十
八
才

一

が
米
寿
。

-

六
十
一
才
の
還
暦
は
干
支
一
周
じ

τ生

一

命
の
麿

(
干
支
)
に
還
る
と
こ
ろ
か
ら
い

一

う
も
の
。
古
稀
は
古
来
稀
長
生
き
。
七
十

一

七
才
を

一
字
に
す
る
と
喜
に
な
り
、
八
十
一

八
才
を
一
字
に
す
る
と
米
に
な
る
の
は
い

一

う
ま
で
も
な
か
み
ぅ
。

一

一

所
を
設
置
し
、
.

J

保
護
者
の
労

初
等
の
事
由
に
よ
り
満
二
才

以
上
の
保
育
に
欠
け
る
児
童

を
日
々
保
育
じ
て
お
り
ま
す

が
若
干
の
欠
員
が
あ
り
ま
す

の
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
事
務

所
に
申
ら一
込
，ん
で
下
さ
い
。

一l

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
ー

一

一
月
八
日
、
午
前
八
時

一
消
防
出
初
式
演
習
召
集
サ

一
イ
レ
ン
を
十
五
秒
六
秒
お

一
い
て
十
五
秒
吹
鳴
し
ま
す

ま
す
。

(定
員
超
過
の
場

合
は
満
四
才
児
は
抽
選
を

行
な
い
ま
す
)
.

ム
保

育

料

月

額
六
百
五
十

円
ム
入
園
料

五
百
円

ム
身
体
検
査
一

月
二
十
六

日
に

行
な
い
ま
す
。

ム
入
国
期
日

四
月
十

一
日

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

福
祉
事
務
所
だ
よ
り

現
在
児
童
福
祉
施
設
と
し

て
の
市
立
保
育
所
は
池
田
、

中
央
、
三
城
保
育
所
の
三
カ


